
【神谷小学校】通学路対策箇所図 

 
この背景地図等データは、国土地理院の電子国土

Webシステムから配信されたものである。 

危険箇所 1：凡例 

〈危険箇所の状況〉 

・バスの乗車するために、児童が横断歩道を渡っているが、見

通しの良い直線道路でスピードが出ており、危険である。 

〈対策内容〉 

・雨天時に走行車によるバス停への水跳ねを防止させるため、

舗装工事を施工済。 

横断歩道両側に、横断旗入れと横断旗を設置済。 

危険箇所 2：凡例 

〈危険箇所の状況〉  

・防護柵が損傷する交通事故が頻発しており、通学する児童に

も危険な状態である。 

〈対策内容〉 

・路面標示を平成 30 年度に対応済。平成 31 年度には道路の

線形改良を検討予定。 


